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ＩＴＳＳ+（プラス）案 

独立行政法人情報処理推進機構（IPA） 

第2回 第４次産業革命に対応したスキル標準検討WG 
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ＩＴＳＳ+（プラス）とは 

 既存のＩＴエンジニアが、足元で必要性が高まっている分野に向けたスキル強化・転
換を図るための学び直しに資することを目的に、既存のＩＴＳＳ、ＵＩＳＳに加えて
活用されることを想定 

 足元で必要性が高まっている分野として「データサイエンティスト」「情報セキュリティ」を
策定 

 ３月末を目途に公表予定 
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レベル７

レベル６

レベル５

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１

ITスキル標準（ITSS）、ユーザスキル標準（UISS） 

例えば、伝統的なＳＩ事業や情報システム部門 
に従事しているＩＴエンジニア 

データサイエンティスト 情報セキュリティ 

ＩＴＳＳ+ 学び直し 

・・・ 



ＩＴＳＳ+（データサイエンティスト）の構成 
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スキルチェックリスト 
（データサイエンティスト協会により公表） 

タスク（データサイエンス） 
（データサイエンティスト協会と連携し、新規作成中） 

キャリア・フレームワーク 

必要なスキルの理解 
スキル評価 

活動の詳細な理解 



◆レベル７ 
プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、社内外において、テクノロ

ジやメソドロジ、ビジネスを創造し、リードするレベル。市場全体から見ても、先進
的なサービスの開拓や市場化をリードした経験と実績を有しており、世界で通
用するプレーヤとして認められる。 
 
◆レベル６ 
プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、社内外において、テクノロ

ジやメソドロジ、ビジネスを創造し、リードするレベル。社内だけでなく市場において
も、プロフェッショナルとして経験と実績を有しており、国内のハイエンドプレーヤと
して認められる。 
 
◆レベル５ 
プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、社内において、テクノロジ

やメソドロジ、ビジネスを創造し、リードするレベル。 
 
◆レベル４ 
プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、自らのスキルを活用する

ことによって、独力で業務上の課題の発見と解決をリードするレベル。 
 
◆レベル３ 
要求された作業を全て独力で遂行する。スキルの専門分野確立を目指し、

プロフェッショナルとなるために必要な応用的知識・技能を有する。 
 
◆レベル２ 
上位者の指導の下に、要求された作業を担当する。プロフェッショナルとなるた

めに必要な基本的知識・技能を有する。 
 
◆レベル１ 
情報技術に携わる者に最低限必要な基礎知識を有する。 

データサイエンティストのキャリア・フレームワーク案 

 データサイエンティストが持つべきスキルのカテゴリ（“専門分野”ではない） 
 スキル評価におけるスキルチェックリストは、ビジネス、データサイエンス、データエンジニアリングの観点で整理している 

 単独の一人がフルセットのスキルを持つのではなく、チームとして必要なスキルセットを実現する 

 課題解決の対象によって核となるスキルは変わる 

 既存のＩＴエンジニアの学び直しの観点から、レベル１、２は色を塗らない 
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ITSS上のレベル定義 

見習いレベル 

独り立ちレベル 

棟梁レベル 

業界を代表するレベル 

スキルチェックリスト
（DS協会）のレベル 

＜職種＞ 
データサイエンティスト 
データから価値を創出し、ビジネス課題に答え
を出すプロフェッショナル 
 
＜スキルカテゴリ＞ 
■ビジネス 
課題背景を理解した上で、ビジネス課題を整
理し、解決する 
 
■データサイエンス 
情報処理、人工知能、統計学などの情報科
学系の知恵を理解し、活用する 
 
■データエンジニアリング 
データサイエンスを意味のある形に使えるように
し、実装、運用する 

職種／スキルカテゴリ
の説明 

※ レベル6,7は、非構造データやドメイン等、特定の領域で突出し、こ
れまでにない案を提示、実行する専門家となる。 

 ITSS+では、学び直しの連続性の観点において、レベル５が現実的
な上限になると想定 



ＩＴＳＳ+（情報セキュリティ）の構成 
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スキル 
（iCD準拠、項目の一部追加（作成中）） 

タスク 
（iCD準拠、項目の一部追加（作成中）） 

キャリア・フレームワーク 

必要なスキルの理解 

活動の詳細な理解 



情報セキュリティのキャリア・フレームワーク案 
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 ユーザ企業、セキュリティベンダに関わらず※、情報セキュリティに関する専門スキルを持つ人材が担う業務分
野の観点から整理（※CSIRTリエゾン、CSIRTコマンドはユーザ企業のみ） 

 既存のＩＴエンジニアの学び直しの観点、及び情報処理安全確保支援士との関係（後述）から、レベル
１、２は色を塗らない 



情報セキュリティの専門分野の説明案 
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情報処理安全確保支援士との関係 

 ＩＴＳＳ+における「情報セキュリティ」の対象範囲は、情報処理安全確保支援士の活動領域を包含する 

 そのため、ＩＴＳＳ+で定義する職種の人材（及び目指す人材）にとって、情報処理安全確保支援士の取得
は一定の能力証明として有用 

 また、既に情報処理安全確保支援士の資格を持つ者にとっては、実務上、ＩＴＳＳ+によって具体的な自分の
専門性を説明することが可能となる 
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＝ 情報処理安全確保支援士の想定業務 

サイバーセキュリティに関する専門的な知識・
技能を活用して企業や組織における安全な
情報システムの企画・設計・開発・運用を支
援し、サイバーセキュリティ対策の調査・分析・
評価やその結果に基づく指導・助言を行う 


